
Feb．2021─ 34 ─

シンポジウム１：「脳卒中・循環器病対策基本法成立で何が変わるのか」

脳卒中・循環器病対策基本法で何が変わるのか？
−脳卒中診療の立場から−

中 山 博 文† 第73回国立病院総合医学会
(2019年11月９日　於　名古屋）
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要 旨 「健康寿命の延伸等を図るための脳卒中，心臓病その他の循環器病に係る対策に関す
る基本法」（以下，脳卒中・循環器病対策基本法）の核心は，国および都道府県が，

脳卒中対策を総合的かつ計画的に推進するための基本的計画（国：循環器病対策推進基本計画；
都道府県：都道府県循環器病対策推進計画）を策定し，それらに基づく施策を実施し，少なくと
も６年毎に見直すという仕組みができることである．
　これらの基本計画の策定の際には，医療従事者や患者・家族を含む関係者から構成される循環
器病対策推進協議会/都道府県循環器病対策推進協議会の意見が反映される（協議会の設置は，
国は義務，都道府県は努力目標）．
　加えて，医療保険者，保健・医療・福祉従事者は国および地方公共団体が定める施策に協力す
ることが責務とされ，国民も正しい知識を持って予防に取り組み，発症時に適切に対応すること
が求められている．この基本法によって，行政，医療保険者，保健・医療・福祉従事者，そして
国民が協力して脳卒中征圧に取り組む体制ができることになる．
　基本的施策として，啓発・予防，救急搬送と受け入れ体制の整備，救急救命士・救急隊員の研
修，医療機関の整備，患者の生活の質の維持・向上，連携協力体制の整備，人材育成，情報収集・
提供体制の整備，患者に対する相談支援の推進，研究の促進が挙げられており，基本計画におい
て，それぞれについて取り組むべき施策と個別目標が設定される．
　予防と発症時の対応等に関する国民啓発，救急搬送体制や医療体制の整備，消防隊・医療・福
祉の連携，発症登録による実態把握，患者・家族支援等，脳卒中関係者の悲願の実現は，これか
らの働きかけ次第である．
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